
拙

攻

節
十
四
食

部
の
強
n
れ
ね
部
分
の
直
接
の
観
察
は
就

い
て
は
賂
雑

物
押
撃
的
探
究
が
奥
村
を
明
か
に
す
る
だ
ら
う
.
叉
我

々
の
惑
星
の
大
部
を
震
動
せ
し
ひ
る
地
震
の
研
究
が
地

中
の
性
質
は
親
し
で
多
-
の
知
織
を
供
す
る
で

あ
ら

う
｡
東
力
測
定
は
此
の
方
面
は
放
て
益
々
意
義
を
毅
得

す
る
だ
ら
う
｡
滑
亦
金
地
球
の
磁
力
測
定
の
按
大
さ
れ

る
乙
と
は
よ
っ
て
地
球
内
部
ほ
的
し
て
益
々
開
明
n
れ

る
こ
と
が
期
待

され
得
る
.
殊
に
磁
束
現
象
に
的
し
て

は
地
顔
の
地
質
構
造
と

磁
力
曲
瀬

と
の
問
に
如
何

に

密
接
の
踊
係
が

あ
る
か
を
私
は
世
界
の
各
地
方
で

澄

明
ー
L

(
=

=∴
;
F
T
･
‥
[
.TJJ.i
.･:r.･=
....:.i1..･.:(.:.Z
tj..;
｡LT.･'･:.Li
fi
;riZit1.

第
二
鍵

1
1≡

凹

二

g
n
e
t
is
m
u
s
in

ih

rer
A

bh-dn
gi
gke
i
t

v
o
n

B

aud
e
r
E
r
d
r
in
･

d
e
･
S
t
u
t
t
g
a
r
t
･
)
8

∽7･
7
8
p

･で
あ
っ
て比
の

他

に
も

磁寂
を
論

じ
た

も

即

紺
に
)
叉

賓

用

的

意義
が

､

地

球

の

山

脈

を

作

っ

た

規

則
を
研
究
す
る
乙
と
は
附
随
し
て
ゐ
る
.
最
後
に
比
の

一
事
を
強
調
し
た
い
と
瓜
ふ
0
山
脈
に
収
枕
を
有
す
る

裂
醇
は
運
錬
者
で
あ
る
｡
裂
櫨
の
登
密
行
､
金
性
質
が
充

分
は
判
か
れ
ば
､
錬
床
が
分
布
n
れ
且
つ
其
の
探
究
に

際
し
て
参
考
ほ
を
･cl縛
る
大
規
則
の
判
断
に
勤
し
tJ､

よ
む
賓
宴
を
論
嘘
を
捗
る
こ
と
に
在
る
の
で
あ
る
(完
)

本
箔
は
速
緑
野
の
非
に
憤
っ
て

鵬
池
な
も
の
に
な
っ
た
'
足
れ
評
者

の
弼
逸
文
読
破
カ

の
点
ら
ぬ
鴇
め
で
あ
る
の
む
感
ず
る
｡
坤
村
附
記
す

西

但

馬

海

岸

の

地

学

的

景

観

間
髄
節
二
版
附

石

㌦

川

成

車

上

治

嘉

次

郎

叫
､
緒

宮

西
但
馬
の
海
岸
は
山
燐
源
は
接
し
'
波
浪
に
洗
は
れ

る
盛
に
於
で
'
嘆
美
す
べ
き
絶
勝
を
形
成
せ
る
盛
多
き

の
み
在
ら
ず
､
地
撃
的
ほ
興
味
あ
る
景
観
を
農
す
る
巌



が
妙
-
な

い
｡
殊
に
鴻
坂
よ
-
香
住
に
至
る
約
二
六
肝

の
険
岸
は
陸
橋
を
以
て
知
ら

る
ゝ
飴
部
印
鑑
を
中
心
と

し
て
'
最
も
趣
味
慌
き
筒
域
で
あ
る
.

従
来
'
乙
の
海
岸

は普
-
世
に
知
ら
れ
ず
'
田
山
坪

野
士
が
丹
後
但
馬
地
震
地
域
の
地
鰭
構
造
を
給
ず
る
際

は
'

一
部
の
構
造
に
論
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
,失

政
近

天
鎗
記
念
物
調
査
報
告
に
於
で
佐
藤
班
撃
士
が
二
三
の

報
告
お
粥
げ
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
.
三
尾
大
島
の
粗
面

岩
と
そ
の
節
班
､
釣
鏡
洞
窟
の
大
規
模
在
る
偉
観
は
驚

嘆
す
べ
き
天
然
記
念
物
で
あ
る
が
'
こ
れ
等
の
外
に
岬

角
岩
礁

p
洞
猪
等
は
地
質
と
岩
石
の
相
違
に
よ
っ
て
穏

々
の
奇
観
を
董
す
る
も
の
数
多
-
.
兵
庫
順
に
於

y79

保
勝
地
と
L
ttJ
鋼
変
を
進
め
て
居
る
.
次
に
地
母
上
よ

-
見
た
る
二
三
の
紫
観
を
述
べ
る
｡
蘭
者
は
五
養
分

一

地
形
図
『
替
佐
』
『
潰
坂
』
の
二
葉
を
参
照
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
す
る
｡

こ
､
演
坂
東
北
海
浮

美
方
郡
洛
坂
町
の
東
北
約
八
粁
.
城
臓
郡
と
の
境
界

は

至
る
間

の
絶
壁
海
岸
は
'
西
中
は
荘
園
岩
.
石
英
斑

印
但
描
梅
坪
の
地
串
的
骨
親

岩
'
石
英
粗
面
岩
'
及
び
こ
れ
等
の
岩
石
を
被
覆
守
る

集
塊
岩
か
ら
成
与
.
兼
牛
三
尾
部
落
附
妃
は
第
三
紀
数

次
岩
.
之
を
貫
-
粗
面
岩
安
山
岩
等
か
ら
成
る
.
絶
壁
､

岬
角
､
岩
礁
が
海
波
に
洗
は
る
＼
盛

に
龍
宮
洞
'
鼎
島

鵜
島
'
迫
天
洞
窟
な
ど
の
奇
勝
が
あ
る
｡

特
に
三
尾
附
鑑
は
海
岸
に
近
き
三
尾
大
島
と
典
に
粗

而
岩

の
現
出
状
況
が
甚
だ
興
味
の
粗

い
魔
で
あ
る
O
三

尾
大
島
に
は
藩
坂
.
香
住
､
鎧
の
各
鰐
か
ら
夏
季
は
定

期
発
動
機
船
の
優
が
あ
る
O
但
し
陸
行
す
る
に
は
久
谷

騨
又
は
藩
坂
騨
下
車
'
自
動
革
で
赤
檎
部
落
に
至
-
､
乙

れ
よ
-
二
'
六
肝
､
1
六
〇
米
の
峠
を
越
す
の
で
あ
る
｡

乙
の
山
道
は
梯
道
は
細
入
の
た
め
道
路
は
改
修
苫
机
､

曲
折
す
る
も
'
新
し

い
切
制
が
あ
っ
て
岩
石
を
観
察
す

る
ほ
は
却

っ
て
好
都
合
で
あ
る
.
三
尾
は
小
三
尾
二
〇

声
､
大
三
尾
六
〇
月
の
二
部
落
よ
り
在
る
漁
村
で
あ
る
O

赤
碕
か
ら
大
三
尾
に
至
る
間
は
第
三
東
萩
衣
岩
質
の
岩

石
か
ら
成
-
'
走
向
北
西
､
叉
は
西
北
酉
､
傾
斜
は
兼

北
に
二
〇
鹿
前
後
で
あ
る
｡
赤
碕
附
壁
の
下
暦
か
ら
三

尾
附
鑑

の
上
層
ま
で
順
次
に
岩
暦
の
鉾
田
状
況
を
見
る

に
､
下
部
は
背
紋
褐
色

の
角
篠
栗
産
衣
岩
'
次
tこ
褐
色

〓
ll三

円
J
i



I

嶋

蝉

_エ
Tt
●

塊
状
砂
岩
'
去
就
耳
岩
'
黄
推
色
角
儀
養
女
貴
め
順
序

で
あ
る
O小
三
尾
大
三
尾
間
の
断
崖
に
放
て
は
砂
岩
.
貫

紫
､角
礎
岩
の
鹿
雷
が
美
し
-
鷺
出
し
､大
在
る
断
層
で

切
断
さ
れ
て
居
る
状
況
と
敵
兵
す
る
こ
と
が
出
来
る
｡

乙
の
装
束
質
岩
甘
申
暮こ
頼
薯
な
る
乙
と
は
地
官
中
に

送
入
し
わ
租
面
岩
の
岩
脈
が
約
南
北
-こ
走
る
こ
と
で
赤

輪
北
方
か
ら
小
三
尾
の
束
ま
で
直
径
入
官
米
の
問
､
曲

折
す
る
漣
蕗
に
反
復
し
て
露
出
す
る
｡

〓
ハ
○
米
の
特

の
北
方
路
傍
で
は
約
三
〇
米
に
渡

って
桂
就
中
理
を
な

せ
る
来
日
色
の
泉
南
岩
の
露
軸
が
あ
る
.
大
三
尾
の
都

･許
は
北
西
か
ら
南
東
の
峡
谷
に
あ
る
部
落
で
'
そ
の
北

方
の
海
岸

1
帝
は
柱
状
飾
糊
と
な
す
九
両
岩
で
あ
･･,
､

更
ーこ
四
〇
米
乃
至
八
〇
米
の
海
峡
を
隔
て
J
三
尾
大
島

は
算
出
す
る
｡

三
尾
大
仏
は
周
囲
約
四
五
〇
米
'
高
さ
約
七
〇
米
t.

(五
弟
分

1
地
形
岬
ほ

て概
測
)の
小
島
で
､
頂
上
に
は

群
財
天
を
成
る
小
南
が
あ
-
'蛤
'椿
'推
､樺
な
ど
の
耕

木
が
茂
っ
て
風
致
AJ坊
へ
て
居
る
.
(第

1
蘭
)金
島
九

両
岩
か
ら
成
-
､
柱
状
節
糊
が
金
島
に
ユ
-
尊
重
す
る

の
は
稀
に
見
る
偉
観
で
'
特
-こ
東
部
は
安
山
岩
質
の
岩

島 大 鳥 三 嶋一第.

Iよ鱒雷鼻鼻轟.JD一書膿義I上倉義
｡i-Aや義徽練義聯集.･yむ,

.e
A
JZS
.

ty
f貫
せ

農
事

の
隻
の
ノ

節
理
㌧

安
山
岩

功
績
6
,

節
理
､
･..

･.･t
に
キ

雛
と
鼻

し
て
居
る
｡
鼻
面
岩
の
杜
は
不
親
朋
空

ハ
角
形
A
左

心

月
商
二
米
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
｡
(t
版
許
〓
巌
挙
用
)
.

三
尾
大
鳥
の
九
両
岩
は
鼠
他
面
は
農
鴇
色
'
又
は
鶏
'

色
で
'
帝
新
鮮
な
る
も
の
は
女
色
を
鼻
L
t長
石
の
み
は
.

柵
子
光
帝
AJ有
し
て
裁
晶
と
な
っ
て
見
え
'
稀
に
点
4
)

儀
物
の
珠
鮪
も
楓
♯
さ
れ
る
.
石
基
は
微
細
で
あ
っ
て
l

肉
眼
で
は
織
物
轄
晶
A
J耳
別
す
る
rJ
と
は
的
凍
な
い
｡

鏡
下
に
之
を
窺

へ
ば
微
細
の
ト
ラ
キ
ナ
チ
'
ク
石
基
中

IJJJL____二_⊥

I
.



ほ
長
石
の
瑛
晶
が
あ
る
｡

(
節
二
㈲
)洗
品
は
1
'
五
耗

乃
'4i'二
､
〇
耗
_こ
及
ぶ
も
の
も
あ
ら
'
燐
次
ポ
の
包
牽

偉七十(鹿 島大尽三) 岩而組 閣二第物
あ
る
こ
と
あ
-
'
カ
ー
ル
ス
'',
-
ド
双
晶
を
な
す
も

の
､
細
0
,7
ル
.ハ
イ
ト
双
晶
を
な
す
も
の
'
品
懲
構
造

を
な
す
も
の
な

ど
が
あ
っ
て
'
概
し
て
新
鮮
で
あ
る
｡

所
収
鵜
海
梓
の
地
場
的
貴
義

屈
折
率

は
1
'
五
四
よ
4
膚

い
も
の
･C
あ
A
､
中
位
長

石
も
存
在
す
る
か
と
恩
は
れ
る
｡
石
基
中
_こ
存
在
す
る

磁
儀
鱗
は
O
t
二
耗
_こ
及
ぶ
も
の
も
あ
-
'
柱
状
の
輝

石
及
黒
雲
母
'
燐
友
石
等
も
小
量
鴨
奏
さ
れ
る
｡
拍
子

木
状
の
長
石
は
鎌
状
構
造
を
な
し
て
石
基
の
大
部
分
と

占
め
ろ
.
以
上
は
薄
片
AJ概
査
し
た
農
で
あ
っ

て､
史

書こ
精
査
の
必
要
が
あ
る
が
､
大
憧
_こ
放

て泉
南

岩と
し

て
の
性
質
と
傷

へ
て
ゐ
る
｡

三
尾
大
島
の
甫
方
舟
樺
'
即
ち
三
尾
の
海
樺
は
青
光

以
上
の
清
正
を
有
し

て､
tzZ和
山
と
い
ふ
.
tzz細
山
の

西
方
は
九
両
岩
で
あ
っ
三
二
鳥
大
島
と
の
E
の
海
峡
は

放
浪
の
た
め
暮こ
切
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
.
但
し
日
和
山

と
つ
-
る
牛
島
全
部
が
九
両
岩
で
あ
る
か
は
後
の
網
杢

Iこ
倹
つ
べ
く
､
多
分
赤
崎
の
牝
方
か
ら
北
上
す
る
大
岩

瀬
の
蓮
鍵
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
｡
若
し
岩
館

と
す
れ
ば
赤
崎
の
北
方
か
ら
三
尾
大
島
食
で
南
北
二
軒

に
及
び
'
巾
は
大
島
附
鑑
で
]
五
〇
兼
托
盛
す
る
も
の

で
あ
る
｡
乙
の
岩
腰
は
大
三
尾
と
小
三
尾
と
の
粥
の
断

雷
_こ
切
断
さ
れ
て
少
し
く
兼
に
嶋
任
せ
ろ
ら
し
-
､
貴

大
三
尾
北
方
の
山
鷺
に
放
て
は
､
石
英
粗
面
岩
と
こ
の

〓
i

t
玉



地

球

茄
十
円
雀

岩
脈
と
の
ほ
細
部
軒
.観
察
す
る
こ
と
が
川
凍
る
｡

山
陰
線
飴
部
将
か
ら
tg
:
へ
'
山
陰
鹿
追
の
桃
粗
腿
逆

(
六
c
m
り
S
J
)
を
.過
ぎ
る
と
久
谷
鰐
と
在
る
｡
鰐
の
西

方
七
〇
〇
米
､
線

路
の
北
側
の
切
取
-
ほ
石
英
粗
伽
岩

を
見
-
巾
約
八
米
乃
漢

一
〇
米
の
岩
脈
が
あ
っ
て
'
横

の
柱
状
節
坪
が
美
し
-
発
達
す
る
｡
乙
の
岩
脈
は
背
禍

n
色
の
和
英
粗
面
岩
脈
で
あ
る
が
､
著
し
-
ポ
英
粒
の

少
な

い
部
に
於
で
'
田
並
の
梯
岩
た
る
ポ
英
粗
面
川和
と

異
る
｡
,J
の
岩
石
は
石
英
粗
而
岩
か
ら
三
尾
火
i
?
附
近

の
粗
伽
岩

へ
の
漸
移
N
'ポ
す
も
の
､
如
-
で
あ
る
｡
果

し
て
然
ら
ば
招
坂
粘
…相
の
火
成
岩
波
川
の
旧
作
は
花
尚

岩
'
ポ
英
粍
岩
'
ポ
英
粗
面
岩
､
粗
面
岩
'
賀
川
.=和
の

順
序
で
あ
る
か
の
機
に
‖
心
は
れ
る
｡

三
'
香
住
附
近
の
海
岸

香
化
は
矢
田
川
の
下
流
の
平
野
に
あ
っ
て
'
北
は
香

代
帝
に
向
つ
て
居
る
｡
滑
の
粥
方
に
は
74;;
哉
比
'
桝
天

島
､
稲
村
･比
､
兜
砧
'
佃
馬
捻
出
､
鴎
砧
､
加
カ
ーこ
は

お
か
･e

御

紳

島

'
白
石
島
'
黒
･iP
t
但
馬
赤
壁
な
ど
の
奇
勝
が
'

あ
る
0

坤節 の 岩 山安石輝の島天群 蘭三 筋

小V}く多に近附 .lJあに作梅IH門のLl:杏はF.5

'乙ナii.澱が畑野 もれ何てつ5,が11.,

群
大
島
は
周
囲
二
市
政
米
の
小

･比
で
松
林
を
戴
き
金

島
輝
ポ
･:欠
両
岩
よ
-,h
成
-
'
そ
の
杖
状
節
=i
.は
特
lこ
奇

軌
で
あ
る
(妨
三
間
)｡
岩
石
は
風
化
面
に
於
て
は
亦
褐

色
で
あ
る
が
､
新
郎
を
る
も
の
は
物
色
を
な
し
､
輝
石

の
粍
晶
に
冨
み
'
苛
褐
色
の
斜
方
輝
石
と
も
見
る
.
輝

石
は
淡
純
色
'
二
耗
ーこ
及
ぶ
斑
晶
を
な
し
､
市
進
小
に

も
多
-
の
小
結
品

h
l見

る
｡
斜
長
和
は
郎
石
に
此
し
却



っ
て
其
の
丑
少
-
'
稀
Iこ
斑
晶
も
あ
る
が
多
く
は
拍
子

木
状
を
な
し
て
ゐ
る
｡
其
他
鑑
q
瀦
'
燐
次
石
等
が
散

井
す
る
｡
こ
の
種
の
岩
石
は
群
天
島
を
中
心
と
す
る
附

近
の
小
嶋
を
形
成
L
t
宿
村
島
'
前
哉
島
な
ど
も
同
様

に
柱
状
帝
瑚
む
な
し
で
ゐ
る
0
兜
島
は
基
盤
は
破
岩
で

あ
っ
て
上
部
に
鼻
-
安
山
岩
の
熔
岩
を
戴

い
て
居
る
｡

rJれ
等
の
島
嶋
に
近
d
tJ海
岸
もこ
は
集
塊
岩
及
び
安
山
岩

が
分
布
し
､
幾
多
の
岩
脈
は
安
山
岩
を
耳

い
て
居
る
.

群
天
島
を
中
心
と
し
て
'
附
近
の
島
々
A
J租
れ
ば
'
恰

も
柱
状
飾
椎
の
公
飼
AJ遁
亀
す
る
が
如
-
､
或
は
浸
蝕

さ
れ
た
る
火
山
の
遺
跡
中
A
J遊
以
つ
ゝ
あ
る
か
と
も
息

は
し
め
る
区
域
で
あ
る
｡

お
Aみ

御

細
島

は
六
C
米
乃
至
八
〇
米
の
墓
地
と
な
し
'

一

J5
一)
い
一)

様
の
ト
ム
ガ
ロ
を
以
て
海
韓
に
連
･E>
t
l

R

市

､
著
稔

の
小
乗
蕗
が
あ
っ
て
､香
住
もこ
績

い
て
ゐ
る
(
第
四
叫
)0

今
は
岡
見
公
園
と
耕
し
､
香
住
の
景
勝
地
と
な
っ
て
ゐ

る
｡
鳥
は
隆
起
せ
る
海
蝕
毒
で
あ
る
が
'
香
住
附
近
I

は
六
〇
米
か
ら
入
C
米
の
問
の
海
蝕
墓
が
多

い
｡
然
る

に
矢
田
川
口
は
満
没
谷
の
形
を
傍

へ
て
居
る
の
で
あ
る

か
ら
'
御
神
島
'
白
石
島
等
沿
岸
の
小
嶋
は
土
地
の
洗

佳肴と蓋蝕海鳥紳御 河田夢

pポ A トの

石は轟.のもろた見t免責Pよ蝉離任馨
に庄野JL暮の兼〇六rM 成 g上倉胃艶美
t'ポAトは鼻 し多嶋嘉の禾〇八一〇六は

｡るゐてウ牙に西豪t胃仕事l鐘にJL嶋で

西
瓜
埠
離
岸
の
穐
傷
的
景
義

降
-こ
エ
-
､
陸
地
と
の
連
絡
と
断
た
れ
た
た
め
に
生
成

し
た
る
-こ
他
な
ら
何
の
で
あ
る
｡
依
っ
て
香
住
附
鑑
は

過
去
lこ
於
て
大
き
-
沈
降
し
て
瀦
経
世
の
谷
を
つ
-
さ

其
後
に
於

て約
八
〇
米
前
後
の
政
鬼
と
な
し
た
こ
と
と

地
形
が
示

して
居
る
｡
(
上
治
)

円
'
傭
欝
附
妃
の
藩
蝉

虎
綱

措

…
抑
㍍

那
㍍

鴇

鵬
択

遣

騙

一

]JrI

_
七



地

域

沸
十
川
懸

如

き
北
西
か
ら
加
商
に
細
長
く
入
込

ん
だ小
轡
八
の
鵜

佃
79並
ん
で
居
る
事
が
著
し
-
.
徹

して
沈
降
海
岸
の

形
式
む
供
へ
て
居
る
｡

華
鰭
p
若
狭
以
西
山
陰
道
東
部
の
海
岸
に
は
､
粛
々

舵
-
酉
々
商
の

1
殻
の
縦
地
質
構
造
線
の
方
向
以
外
に

北
東
と
北
西
と
南
北
に
近
い
横
裂
櫨
を

不
す
局
部
的
の

曲
折
が
頗
る
編
著
で
'
此
地
方
の
潅
韓
線
も
亦
通
則
は

運
以
'
北
二
〇
度
乃
至
三
〇
度
西
と
､
晴
々
南
北
と
'

北
六
〇
度
東
署
-
は
殆
ん
ど
東
西
は
近

い
方
向
の
組
み

合
せ
で
､
附
近
の
第
三
紀
砂
岩
､
貫
岩
'
凝
次
岩
の
腰

骨
を
貫
通
せ
か
流
紋
岩
､
小
紋
岩
､
鼎
斑
岩
等
の
幾
多

岩
脈
の
走
向
及
び

一
般
岩
盤
節
理
の
方
向
が
亦
之
は
平

行
の
も
の
が
多

い
｡
此
の
方
向
は
地
盤
の
射
線
計
示

し
､

地
塊
運
動
は
際
し
最
も
活
躍
す
る
筈
で
あ
っ

て､
漉
泉

や
鋸
脈
の
分
布
が
亦
之
に
粕
曹
す
る
も
の
の

多
い
の
は

常
然
で
あ
る
､
倒
せ
ば
城
崎
狙
泉
湧
田
口
の
分
布
は
､

沖
之
浦
鋪
山
金
銅
鋸
脈
の
走
向
と
同
じ
-
殆
ん
ど
東
西

は
近
-
'
竹
野
戯
谷
鰻
山
の
金
鮮
脈
の
走
向
は
殆
止
ど

南
北
で
'
湯
村
､
岩
井
等
淵
泉
場
に
於
る
泉
折
の
分
布

は
北
西
-
南
東
と
北
東
-
南
西
の
二
方
向
で
あ
っ
て
.

節
二
幼

三
八

四
八

岩
美
碗
山
の
網
状
脈
は
此
両
方
向
の
錯
捺
し
た
も
の
に

他
な
ら
伯
｡

配
に
此
地
方
の
海
岸
の
特
色
は
､
小
幣
の
東
西
両
側

に
放
て
岩
質
を
典
は
す
る
串
と
､
海
岸
に
海
蝕
の
為
め

に
出
凍
ね
選
晃
た
る
岩
礁
や
洞
雷
が
頗
る
多
-
し
て
､

本
邦
太
軍
陣
樺
は
柿
在
る
幾
多
の
奇
勝
に
宙
め
る
蔀
で

あ
る
｡
是
は
崩
線
は
満
て
起
る
各
個
特
典
の
地
塊
運
動

と
ー
硬
軟

性
質
を
典
は
す
る
種
々
の
岩
石
よ
-
成
れ
る

轡

倭
は
､
猛
烈
を
る
日
本
海
の
荒
波
が
其
浸
蝕
破
壊
力

を
違
う
し
た
結
果
で
あ
っ
て
'
飴
部
将
で
も
銀
将
で
も

其
東
岸
に
は
第
三
紀
貫
岩
､
砂
岩
の
易
暦
が
見
事
は
懸

崖
に
露
出
し
､
其
上
に
安
山
岩
又
は
基
塊
岩
の

生
食
に

莱
-
て
居
る
状
況
が
醇
は
親
ら
る
る
が
'
西
岸
は
輝
石

安
山
岩
､
集
塊
岩
の
み
で
第
三
紀
層
は
稀
れ
ほ
尻
は
れ

で
居
る
に
過
ぎ
氾
'
是
は
北
西
'
南
東
の
裂
鍍
線
に
沿

以
蔑
多
地
魂
の
傾
動
の
結
果
と
考

へ
ら
る
る
｡

き
ねがttI

次
は
洞
窟
又
は
洞
門
は
鐙
轡
の
東
は

衣

笠

洞
が
あ
-

酉
は
曹
天
洞
窟
'群
天
洞
門
が
あ
き
､
飴
部
轡
の
北
西
ほ

は
岩
燕
洞
窟
､
釜
の
口
洞
､
通
風
洞
､
釣
鐘
洞
鮪
､
地

獄
榛
東
洞
等
が
あ
-
､
最
753批
大
在
の
は
釣
鐘
洞
と
衣



都内溝洞鐘釣 脚 五 第

飲義釣は揮内ナ舟橋てに傷内PもI=口入
｡ナ義に上皿禾OPqき轟しなt

妄

い
i

雷

苦

る
態

富

併
]1

着
膿
静
々
甫
鹿
又
は
再
々
茶
け
職
人

L
t
締
着
の
養
界
に
粁
以
'
鈷
鍍
憂

世
が
共
猛
威
と
逢
う
L
t
加
之
節
理

書こ
粋
て
砦
塊
の
朋
義
AJ凍
L
t
鑑

に

幾
多
の
洞
窟
と
形
成
す
る
に
弱

っ
た

も
の
で
あ
る
○

併
海
岸
の
奇
鯵
托
は
鎧

の
貴

社

_

Ⅳ
舶
島
､
戦
が
や

但

馬

放

鳥

が

あ

-
､
大
島
の
束
_こ
下
業

洞

門

(
剛

腹

第
二
版
蓉
兜
)
車

輪
が

あ

る
'

下
京

繁
洞
､
絶
息
洞
で
あ
る
､
衣
笠
洞
は
托
さ

一
五
〇
米
に

達
し
､
釣
鐘
洞
は
二
佃
の
門
口
を
有
し
頼
各
約

1
0
米

乃
至

1
円
米
'
沌
ru約
五
〇
米
'
洞
境
の
臭
は
廉
さ
約

三
〇
米
､
高
さ
約
四
〇
米
以
上
に
蓮
す
る
(第
五
弼
)丑

等
の
奇
勝
中
釣
鐘
駒
は
天
鉄
奇
勝
記
念
物
と
し
て
既
に

内
務
省
よ
-
頼
定
せ
ら
れ
'
其
他
の
も
の
は
兵
庫
職
1

4
荷
定
せ
ら
る
J
背
で
あ
る
｡

地
質
は
碑
石
安
;
貴
著
-
は
集
攻
岩
1
4
成
4

'
之

西
瓜
単
離
梓
の
穐

鴨
的
-_･B
i3

洞
門
は
商
社
か
ら
東
南
Iこ
放

け

'
長

さ

六

三

兼

酉

牝

の

人
か
口
は

一
四
米
'
東
南

の

入

b

n

は
七

米
あ

っ
て
'

洞
門
の
中
央
部
は
西

南

_こ

入

-

込

み

'

牝
馨

か
ら

甫

豊

ま
で
巾
五
二
兼
に

蓮

す

る

虞

も

あ

る
0

水

羅

約

五

米

'

洞
門
の
高
さ
は

一
〇

兼

任

は

あ

る
0

鋸

崎

は
生

硬

な

る

安
川
岩
の
大

岩

腺

が

北

々

酉

lこ
教

官

兼

斗

出

せ

る
岬

角

で
､
上
に
は

施

政

が

播

嘱

し

て

1
段

の
景

港

と
轟

へ
V

居
る
0
旭

洞

門

は

集

崎

を

構

lこ
貫

い
て
居

る
｡

一]お

り
九



jillb一組 の 紬 の 鎧 問 六 LA'

即

EE

孤
.f
･:.G
の
餌
代
の

7
称

を
示
す
も
の
で
粗
.-;
I:G
は
或
は
紋

に
城

は
坊
に
鉛
柚
!a
花
を
L
-す
｡

祈
十
E
:巷

GT･二
世

t
T
.‥

.i..IJ

錨
の
袖
は
拓
rJ少
-
も
ー7
米
以
上
の
粗
面
岩
の
懸
脂

で
'
柿
沢
と
板
状
の
節
理
が
交
LJ
Jに
娘
昼
し
､
恰
か
も

鉱
の
紬
の
如
F
,外
観
を
=

(.す
る
(節
六
問
)
｡
是
の
如
き

節
理
の
糾
み
人
=
せ
h
.銘
袖
飾
即
と
呼
ぶ
の
が
過
皆
で
あ

る
｡
捻
出
は
安
川
=.訂
よ
-
伐
ち
稚
状
節
珊瑚
が
随
艇
に
軽

蔑
L
t
眼
銀
山
は
粗
面
岩
よ
ら
成
-
'
略
々
帆
形
の
洞

門
か
ら
共
名
h
l祁
た
｡

此
地
カ
ーこ
於
る
火
川
公
暁
川
の
旧
作
を
考
察

す
る

に
､
舵
初
花
脱
穀
及
流
紋
岩
に
つ
い
で
'逆
流
し
た
の
は

姓
塊
岩
で
毎
に
第
三
紀
桁
.ピ
被
推
し
'
邦
石
･:･坊
川
川和
と

粗
面
山村
と
は
立
に
鋪
綜
し
て
乾
山
L
t
其
噴
出
の
前
後

を
推
定
し
難

い
軌
が
あ
る
が
､
併
し
凝
塊
岩
は
飴
部
の

磁
力
渓
芥
に
於
で
軌
.-5-汀
山.G
に
漸
移
す
る
傾
向
が
あ
･e/

逆
目
は
蓑
塊
岩

か
ら
漸
次
粗
lL-;
岩
に
移
-
､
次
に
蹄
石

安
川
･:右
の
呪
い
と
為
-
'
=山
が
父
漸
次
柵
憎
ポ
を
散
黙

せ
る
光
性
の
玄
武
安
川
･:か
に
秒
か
'
銃
後
に
玄
武
川和
が

暁
出
し
た
も
の
と
‖
心
は
る
J
､
即
ち
轍
性
の
熔
岩
か
ら

漸
次
鯉
基
性
に
遷
移
し
わ
様
に
考
察
せ
ら
る
る
｡
仰
し

又
他
伽
tこ
於
て
は
蹄
祁
安
川
･:わ
と
'
炎
塊
岩
と
の
埠
非

の
判
明
な
ら
ざ
る
越
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
､
飴
靭
帯
の



祇
光
源
樺
に
は
前
良
に
記
載
し
た
通
-
､
輝
石
安
山
岩

が
第
三
紀
層
は
直
接
し
､
明
に
之
を
被
覆
せ
る
懸
崖
が

あ
っ
て
.

一
概
に
粗
而
岩
よ
～1
79
後
の
噴
出
と
簡
単
は

断
定
用
凍
氾
却
資
も
あ
る
か
ら
､
此
問
題
は
椅
多
少
の

疑
敷
布
L
t
今
後
新
革
質
の
敬
兄
と
研
究
の
進
歩
は
伐

つ
べ
き
で
あ
る
｡
(石
川
)

地
質
断
面
園
の
幾
何
学
的
作
国
法

(
〟
)

エ
ッ
チ
｡
ヂ

1
㌦
ハ
ス
ク
薯

近

藤

堅

二

謬

本
約
は

H
.
G
･
B
u
sk

代
の
潜
に
係
る

E
a
r
th
F
le
x
u
r
e
s
の

節
三
彩

T
h
e
g
e
o
m
e
tr
ic
a
t
c
c
n
s
tr
u
c
tio
n

o
f
e
a
r
th
fle
x
･

u
r
e
s
in

g
eologi
Cal
section
(地
新
陳
師
樹
作
成

に
於

け
る

地

椀
州

の
鵜

何

鍵
的構
成

法
)
の研
離
で
あ
る
が
'
常

々
'
地
黙
刑
査

殊
に
油
机
訓
衣
に
従
都
す
る
老
呼

に
封
し
て
は
頗
る
布
お
な
る
-代
車

と
信
じ
た
る
故
'
筏
拙
非
オ
を
も
即
み
ず
公
榊
し
て
同
鞘

の
士
の
参

考
に
光
す
る

こ
と
に
し
た
O

地

殻

の
摺

曲

は

.

据

L
LtJ
岩
石
が
弧
靭

性

(
C
om
･

p
eten
cy
)
あ
れ
ば
'
平
行
和
衷

(P
a
ral
iet
fotd
)で
あ

る
｡
光
も
.
極
度
に
非
判
綱
的
な
摺
曲
層
群
に
於
で
は

中
間
の
肢

(
買
d
d
le

Li
mb
)

が
縮
少
せ
る
誹
形
と
見

地
兜
断
耐
闘
の
茂
何
餅
的
作
問
沈

倣
す
べ
き
も
の
79
屡
々
布
衣
す
る
｡
地
層
の
弧
敬
性
が

誰
ら
る

虞ゝ
で
は
.
地
質
岡
上
の
It園
示
は
､
摺
曲
暦
の
摺

壁
(F
otd
)が
地
下

一
定
泥
庇
に
於
で
結
局
消
滅
す
る
ま

で
､
地
表
よ
-
の
克
明
夜
昼
の
相
馬
に
充
分
で
あ
る
｡

然
し
'
非
弧
執
性

(In
c
on,iP
ete
TIC
y)
の
地
層
の
場
(=

は
'
地
表
面
の
驚
櫨
材
料
(E
v
i
dence)
ほ
て
は
未
知
を

泥
皮
に
櫨
る
要
素
(
F
act
or
)
を
珊
す
｡

強
靭
性
摺
曲
の
固
示

ほ
準
接
す
べ
き
幾
何
撃
的
構
成
法

は
賓
川
上
'
相
常
著

い
効
果
を
輩

げ
試
錐
に
地
質
断
而

閲
を
婁
す
る
際
必
ず
桃
川
す
べ
q
u
は
袷
を
侠
た
な

い
｡

三

五

f


